
東
京
大
学
日
本
史
学
研
究
室
紀
要

第
五
号

二
〇
〇

一
年
三
月

北
宋
天
聖
令

・
唐
開
元
二
十
五
年
令
賦
役
令

大

津

透

は
じ
め
に

一
九
九
九
年
に
、
上
海
師
範
大
学
の
戴

建
国
氏
に
よ
り

「天

一
閣
藏
明
抄
本

《官
品
令
》
考
」
(『歴
史
研
究
』

一
九
九
九
年
三
期
)
が
発
行
さ
れ
、
漸
江
省
寧

波
市

の
天

一
閣

(中
国
有
数
の
蔵
書

コ
レ

ク
シ
ョ
ン
で
あ
る
)
に
所
蔵
さ
れ
る

『官
品
令
』
と
い
う
標
題
を
も

つ
写
本
が
、
実
は
北
宋
の
天
聖
令
で
あ
り
、
天
聖

令
の
田
令
か
ら
雑
令
に
い
た
る
巻
二

一
か
ら
巻
三
〇
ま
で
の
十
巻
分
が
完
存
し
て

い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
た
。
し
か
も
北
宋
天
聖
令
は
、
唐
令
を
利
用
し
そ
れ

に
改
変
を
加
え
て
お
り
、
そ
の
上
現
在
用

い
ら
れ
て
い
な
い
唐
令
条
文
も
付
載
し

て
い
て
、
唐
令
11
開
元
二
十
五
年
令
の
か
な
り
の
部
分
が
明
ら
か
に
な
る
こ
と
も

示
さ
れ
た
。

何
と
も
驚
く
べ
き
、
二
十
世
紀
の
最
後
を
か
ざ
る
大
発
見
で
あ
り
、
宋
代
史
の

み
な
ら
ず
、
唐
令
の
研
究
、
さ
ら
に
は
日
本
の
律
令
制
研
究
に
も
稗
益
す
る
と
こ

ろ
大
で
あ
り
、
多
く
の
関
心
を
ひ
い
て
い
る
。

全
体
の
三
分
の

一
、
田
令

・
賦
役
令

・
倉
庫
令

・
厩
牧
令

・
関
市
令

(捕
亡
令

附
)
・
医
疾
令

(仮
寧
令
附
)
・
獄
官
令

・
営
繕
令

・
喪
葬
令

(喪
葬
年
月
附
)
・

雑
令

の
各
篇
目
が
残
存
し
て
い
る
が
、
現
在
令
文
全
文
が
発
表
さ
れ
て
い
る
の
は

田
令
と
捕
亡
令

の
み
で
あ
る

(兼
田
信

一
郎

「戴
建
国
氏
発
見
の
天

一
閣
博
物
館

所
蔵
北
宋
天
聖
令
田
令
に
つ
い
て
」

〔『上
智
史
学
』
四
四
、

一
九
九
九
年
〕、
池

田
温

「唐
令
と
日
本
令

(三
)
唐
令
復
原
研
究
の
新
段
階
」
〔
『創
価
大
学
入
文
論

集
』

一
二
、
二
〇
〇
〇
年
〕
、
戴
建
国

「唐

《開
元

二
十
五
年
令

・
田
令
》
研

究
」
〔『歴
史
研
究
』
二
〇
〇
〇
年
二
期
〕
を
参
照
)
。
現
在
、
天

一
閣
博
物
館
に

お
い
て
当
該
写
本
の
閲
覧
は
修
補
等

の
理
由
で
不
可
能
と
な

っ
て
い
て
、
戴
氏
が

調
査
さ
れ
た
情
報
以
外
で
は
、
令
文
を
知
る
こ
と
が
で
き
な

い
状
況
に
あ
る

(筆

者
も
九
九
年
十

一
月
に
寧
波
に
赴

い
た
が
無
駄
足
で
あ

っ
た
)
。

こ
う
し
た
も
ど
か
し

い
状
況

の
下
、
昨
年
末
に
戴
建
国
氏
が

『宋
代
法
制
初

探
』

(黒
龍
江
人
民
出
版
社
、
二
〇
〇
〇
年
九
月
)
を
出
版
さ
れ
た
こ
と
が
日
本

に
も
伝
わ

っ
た
。
そ
こ
に
は

「宋

《
天
聖
令

・
賦
役
令
》
初
探
」
と
題
し
た
新
稿

が
収
め
ら
れ
て
お
り
、
天
聖
令
賦
役
令
全
五
〇
条
の
全
文
が
掲
げ
ら
れ
て
い
る
。
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池
田
温
先
生
か
ら
の
示
唆
も
あ
り
、
ま
た
戴
建
国
氏
か
ら
わ
ざ
わ
ざ
筆
者
に
ま
で

著
書
の
寄
贈
を
う
け
た
の
で
、
幸
い
紙
幅
に
余
裕
も
あ
る
の
で
こ
の
場
を
か
り
て

令
文
本
文
の
紹
介
を
す
る
こ
と
と
し
た
。
時
間
的
余
裕
が
な
い
の
で
、
詳
細
な
考

察
は
別
稿
を
期
す
こ
と
に
し
た

い
。

一
、
天
聖
賦
役
令
の
紹
介
と
唐
令
の
復
原

天
聖
賦
役
令
は
ま
ず
二
十
三
ヵ
条
が
あ
が
り
、
「右
、
並
び
に
旧
文
に
因
り
新

ま
じ

制
を
以
て
参

へ
定
む
」
と
あ
り
、
こ
れ
は
、
唐
令
文
を
も
と
に
し
て
修
補
を
加
え

て
北
宋
代
に
現
行
法
と
な

っ
て
い
る
条
文
で
あ
る

(以
下
こ
れ
に
宋
1
～
宋
23
の

条
文
番
号
を
付
す
)。

つ
づ
い
て
二
十
七

ヵ
条
を
付
載
し
、
こ
れ
は

「右
の
令
、

行
な
は
れ
ず
」
と
あ
り
、
北
宋
代
に
は
継
承
さ
れ
な
か

っ
た
唐
令

(開
元
二
十
五

年
令
)
の
条
文
が
列
挙
さ
れ
て
い
る

(こ
れ
に
唐
1
～
唐
27
の
条
文
番
号
を
付
し

た
)
。
後
半
は
、
唐
賦
役
令
の
条
文
そ
の
も

の
で
あ
る
が
、
前
半
の
各
条
に
も
そ
の
も

と
に
な

っ
た
唐
令
条
文
が
あ

っ
た
と
想
定
さ
れ
る
。
前
半
も
後
半
も
そ
れ
ぞ
れ
の

配
列
順
は
、
本
来
の
唐
令
の
配
列
順
を
反
映
し
て
い
る
は
ず
な
の
で
、
こ
こ
で
は

両
者
を
組
み
あ
わ
せ
て
配
列
す
る
こ
と

で

(日
本
令
な
ど
を
参
考
に
配
列
し
た
が
、

な
お
い
く

つ
か
の
ほ
か
の
配
列
の
可
能
性
は
残
る
)、

一
応
、
本
来

の
唐
開
元
二

十
五
年
賦
役
令

の
条
文
配
列
に
近
い
も

の
を
め
ざ
し
て
み
た
。
全
体
の
構
成
が
多

少
と
も
う
か
が
え
れ
ば
と
思

っ
た
。
な
お
唐
令

の
部
分
は

一
応
こ
の
ま
ま
の
形
で

条
文
と
考
え
ら
れ
る
が
、
前
半
の
宋
代

に
機
能
し
た
条
文
に

つ
い
て
、
も
と
に

な

っ
た
唐
令
と

一
対

一
で
対
応
す
る
か
、
例
え
ば
唐
令
二
条
を
あ
わ
せ
て

一
条
を

作

っ
た
可
能
性

(例
え
ば
1
条
や
30
条
)
を
考
慮
す
る
必
要
も
あ
り
、
は
た
し
て

唐
賦
役
令
が
五
十
ヵ
条
か
ら
成

っ
て
い
た
か
は
、
な
お
確
定
で
き
な
い
だ
ろ
う
。

配
列
に
あ
た

っ
て
は
、
宋
1
～
宋
23
に
つ
い
て
は
、

(参
考
)
と
し
て
、
唐
令

の
形
を
う
か
が
う
た
め
、
『唐
令
拾
遺
』

『唐
令
拾
遺
補
』

(拾
遺

・
拾
遺
補
と
表

記
)
で
の
復
原
唐
令
案
、
お
よ
び
日
本
養
老
令

(養
老
と
略
す
)

の
対
応
条
文
を

付
記
し
た
。
ま
た
唐
1
～
唐

27
に
つ
い
て
も
、
必
要
に
応
じ
て
復
原
や
校
訂
の
参

考
と
し
て

(参
考
)
を
付
し
た
。

戴
氏
論
文
は
簡
体
字
で
あ
り
、
他
に
よ
る
べ
き
釈
文
や
写
真
は
な
い
の
で
、
た

と
え
ば

「井
」
と

「並
」
あ
る
い
は

「干
」
と

「於
」
な
ど
原
文
が
ど
ち
ら
か
判

断
で
き
な

い
文
字
が
あ
り
、
適
宜
文
字
を
決
め
た
。
ま
た
脱
字
と
思
わ
れ
る
字
は

〔

〕
で
補

い
、

一
応
正
字
体
で
翻
刻
し
て
い
る
。
な
お
、
こ
の
写
本
は
、
脱
字
や

誤
字
が
き
わ
め
て
多
く
、
意
味
が
通
じ
て
い
な

い
部
分
が
多
く
残

っ
た
。
大
方
の

御
教
示
を

い
た
だ
け
れ
ば
幸

い
で
あ
る
。

〔絹
p
〕

〔成
～
〕

1

(宋

1
)
諸
税
戸
、
並
随
郷
土
所
出
、
綱
緬
布
等
若
當
戸
不
充
疋
端
者
、
皆

〔成
～
〕

〔里
〕

随
近
合
充
、
弁
於
布
吊
雨
頭
各
令
戸
人
具
注
州
縣
郷
理
戸
圭
姓
名
及
某
年
月

〔印
〕

某
色
税
物
。
受
詑
、
以
本
司
本
印
計
之
。
其
許
以
零
税
納
銭
者
、
從
別
救
。

(参
考
)
拾
遺
補

】
丙

〔開

二
五
〕
諸
課
戸
、
毎
丁
租
粟
二
石
。
其
調
絹

緬
布
、
並
随
郷
土
所
出
。
絹
緬
各
二
丈
、
布
二
丈
五
尺
。
輸
絹
緬
者
、
兼

調
綿
三
雨
。
輸
布
者
、
麻
三
斤
。
其
絹
緬
爲
疋
、
布
爲
端
、
綿
爲
屯
、
麻

爲
繰
。
若
當
戸
不
成
疋
端
屯
繰
者
、
皆
随
近
合
成
。
其
調
麻
毎
年
支
料
有

絵
、
折

一
斤
輸
粟

一
斗
、
與
租
同
受
。
其
江
南
諸
州
租
、
並
廻
造
納
布
。

養
老
2

凡
調
、
皆
随
近
合
成
。
絹
緬
布
爾
頭
、
及
練
綿
嚢
、
具
注
國
郡

里
戸
圭
姓
名
年
月
日
。
各
以
國
印
印
之
。

2

(唐
1
)
諸
課
〔役
〕
、
毎
年
計
帳
至
戸
部
、
具
録
色
目
牒
度
支
支
配
〔來
〕
年
事
、

限
十
月
三
十
日
以
前
奏
詑
。
若
須
折
受
絵
物
、
亦
豫
支
料
、
同
時
虜
分
。
若
是
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〔便
脆
力
〕

軍

國

所

須

、

庫

藏

見

無

者

、

録

状
奏

聞

、

不

得

師

科

下
。

〔旬
〕

3

(
唐

2

)

諸

庸

調

物

、

毎

年

八

月

上

旬

起

輸

、

三

十

日
内

畢

。

九

月

上

自
各

稜

〔舟
脱
力
〕

本

州

。

庸

調

車

未

襲

聞

、

有

身

死
者

、

其

物

却

還
。

其

運

脚

出

庸

調

之
家

。

任

和

雇

逡

達

、

所

須

褻

束

調

度

、

並

折

庸

調

充

、

随
物

輸

納

。

〔土
〕〔枚
〕〔穫
〕

〔第
〕

4

(
唐

3

)

諸

租

、

准

州

上

牧

獲

早

晩

、

斜

量

路

程
瞼

易
遠

近

、

次

弟

分

配
。

本

〔牧
鼠
穫
〕

州
牧
獲
詑
駿
遣
。
十

一
月
起
輸
、
正
月
三
十
日
納
畢

(江
南
諸
州
從
水
路
運
邊

之
庭
、
若
冬
月
水
淺
、
上
灘
銀
難
者
、
四
月
以
後
運
邊
、
五
月
三
十
日
納
畢
)
、

〔
二
?
〕

〔粟

〕

其
輸
本
州
者
、
十

一
月
三
十
日
納
畢
。
若
無
藁
之
郷
輸
稻
屡
者
、
随
熟
即
輸
、

不
拘
此
限
。
納
當
州
未
入
倉
客
及
外
配
未
上
道
、
有
身
死
者
、
弁
却
還
。

5

(宋
2
)
諸
貯
米
威
、
折
粟

一
解
輸
米
六
斗
。
具
雑
折
皆
随
土
毛
、
准
當
郷
時

債
。

(参
考
)
拾
遺
補
補

【

〔開
二
五
〕
(後
牛
)

慮
貯
米
威
、
折
粟

一
解
輸
米

六
斗
、
其
雑
折
皆
随
土
毛
、
准
當
郷
時
債
。
(准
、
拾
遺
補
作
準
)

6

(唐
4
)
諸
租
須
運
邊
、
脚
出
有
租
家
。
如
欲
自
邊
及
雇
運
水
陸
、
井
任
情
願
。

其
有
課
船
塵
、
任
以
課
船
充
。

7

(唐
5
)
諸
輸
租
調
庸
、
磨
邊
京
及
外
配
者
、
各
遣
州
判
司
充
綱
部
領
其
租
、

〔外
〕

伍
差
縣
丞
以
下
爲
副
。
不
得
慨
句
随
便
耀
輸
。
若
之
配
之
後
、
損
閾
不
充
数
、

及
増
減
腰
置
、
入
城
鎭
輸
納
早
晩
須
別
同
改
者
、
度
支
申
奏
庭
分
。

8

(宋
3
)
諸
州
税
調
庸
配
貯
諸
庭
、
及
同

〔造
〕
折
租
調
雑
絵
取
物
者
、
邊
納
詑

井

具

帳

申

三

司
。

(参

考

)

な

し
。

9

(
唐

6
)

諸

課

役

破

除

、

見

〔
在
〕
及

帳

後

附

、

並

同

爲
一

帳
、

與

計

帳

同

限

申
。

〔准
〕

〔執
〕

10

(唐
7
)
諸
磨
食
實
封
者
、
皆
以
課
戸
充
。
集
戸
数
、
州
縣
與
國
官
邑
官
折
帳

共
牧
其
租
調
。
均
爲
三
分
、

一
分
入
官
、
二
分
入
國

(公
圭
所
食
邑
即
全
給
)
。

入
官
者
、
與
租
調
同
邊
。
入
國
邑
者
、
各
准
配
租
調
遠
近
、
州
縣
官
司
牧
其
脚

〔其
庸
〕

直
、
然
後
付
國
邑
官
司
。
其
丁
亦
准
此
。
入
國
邑
者
牧
庸
調
。

(参
考
)
拾
遺
補

[
Q

〔
開
七
〕
諸
親
王
及
公
主
以
下
、
有
功
之
臣
所
食

封
邑
、
皆
以
課
戸
充
。
州
縣
與
國
官
邑
官
、
共
執
文
帳
、
准
其
戸
数
、
牧

其
租
調
。
均
爲
三
分
、
其

一
入
官
、
其
二
入
國
。
公
所
食
邑
則
全
給
焉
。

各
準
配
租
調
遠
近
、
州
縣
官
司
牧
其
脚
直
、
然
後
付
國
邑
官
司
。
其
丁
亦

準
此
。
入
國
邑
者
牧
其
庸
。

11

(唐
8
)
諸
田
、
有
水
旱
轟
霜
不
熟
之
庭
、
振
見
螢
之
田
、
州
縣
検
實
、
具
帳

申
省
。
十
分
損
四
以
上
、
冤
租
。
損
六
兎
租
調
。
損
七
以
上
、
課
役
倶
兎
。
若

〔二
年
〕

桑
麻
損
壷
者
、
各
兎
調
。
其
已
役
已
輸
者
、
聴
折
來
年
。
経
雨
後
、
不
在
折
限
。

其
慮
損
兎
者
、
兼
計
屡
田
爲
分
数
。

12

(
宋

4

)

諸

州

豊

倹

及

損

兎

、

弁

毎

年

附

逓

申

.

(参

考

)

な

し

。

13

(宋
5
)
諸
邊
遠
州
、
有
夷
猿
〔雑
〕
類
之
所
、
鷹
有
輸
役
者
、
随
事
斜
量
、
不

必
同
之
華
夏
。
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(参
考
)
拾
遺

一
二[
開
二
五
〕
諸
邊
遠
州
、
有

夷
猫
雑
類
之
所
、
應
輸

課
役
者
、
随
事
斟
量
、
不
必
同
之
華
夏
。

〔因
p
〕

14

(宋
6
)
諸
戸
役
、
同
任
官
慮
兎
者
、
験
告
身
、
灼
然
實
者
、
注
兎
。
其
見
充

雑
任
授
流
内
官
者
、
皆
准
此
。
自
絵
者
不
合
。

(参
考
)
拾
遺
一
三

〔開
七
〕
〔
開
二
五
〕
諸
任
官
、
慮
菟
課
役
者
、
皆
待

蜀
符
至
、
然
後
注
兎
。
符
錐
未
至
、
験
告
身
、
灼
然
實
者
、
亦
兎
。
其
雑

任
被
解
鷹
附
者
、
皆
依
本
司
解
時
日
月
振
徴
。

〔徴
〕

〔從
役
〕

15

(唐
9
)
諸
春
季
附
者
、
課
役
並
理
。
夏
季
附
者
、
兎
課
役
從
。
秋
季
以
後
附

〔
徴
〕

者
、
課
役
倶
兎
。
其
詐
冒
隠
避
、
以
兎
課
役
、
不
限
附
之
早
晩
、
皆
理
當
登
年

課
役
。
逃
亡
者
附
亦
同
。

16

(
唐

10
)

諸

戸

口
中

男

以

上

及

給

侍

老

疾

人

死

者

、

限

十

日
内

、

里

正

與

死

家

、

〔印
っ
・〕

〔式
〕

注

死
時

日
月

連

署
、

経

縣

申

記

。

鷹

附

除

課

役

者

、

即

依

常

或

。

〔復
〕

17

(唐

11

)

諸

人

居

狡

郷

、

樂

遷

就

寛

郷

、

去

本

居

千

里

外

後

三

年

、

五

百

里

外

〔復
〕
後

二

年

、

三

百

里

外

復

一
年

。

一
遷

之

後

、

不

得

更

移

。

18

(
唐

12

)

諸

没

落

外

蕃

得

還

者

、

一
年

以

上

復

三

年

、

二
年

以

上

復

四

年

、

三

〔段
〕

〔瞭
〕

年

以

上

復

五

年

。

各

給

賜

物

十

改

。

外

蕃

之

人
投

化

者

、

復

十

年

。

其

夷

僚

新

〔慰
〕

〔放
〕

招

尉

、

及

部

曲

奴

被

於

附

戸

貫

者

、

復

三

年

。

鷹

給

賜

物

、

於

初
到

州
給

三

段

、

鯨

本

貫

給

。

19

(
唐

13
)

諸

以

公

役
使

二

千

里
外

還

者

、

兎

一
年

課

役

。

20

(宋
7
)
諸
孝
子

・
順
孫

・
義
夫

・
節
婦
、
志
行
聞
於
郷
間
者
、
具
状
以
聞
、

表
其
門
間
、
同
籍
悉
兎
色
役
。
有
精
誠
冥
感
者
、
別
加
優
賞
。

(参
考
)
拾
遺

一
九

〔開
七
〕
〔開
二
五
〕
諸
孝
子

・
順
孫

・
義
夫

・
節
婦
、

志
行
聞
於
郷
閻
者
、
州
縣
申
筒
書
省
奏
聞
。
表
其
門
閻
、
同
籍
悉
菟
課
役
、

有
精
誠
致
慮
者
、
別
加
優
賞
。
(精
誠
致
慮
、
養
老
令
作
精
誠
通
感
)

21

(宋
8
)
皇
宗
籍
屡
宗
正
者
、
及
太
皇
太
后

・
皇
太
后

・
皇
后
本
服
総
麻
以
上

親
、
皇
太
子
妃
本
服
大
功
以
上
親
、
親
王
妃
及
内
命
婦

一
品
本
服
碁
以
上
親
、

五
品
以
上
父
祀
兄
弟
、
並
兎
色
役
。

(参
考
)
次
條
参
照

22

(唐
14
)
諸
文
武
職
事
官
三
品
以
上
、
若
郡
王
父
租
兄
弟
子
孫
、
五
品
以
上
及

勲
官
三
品
以
上
有
封
者
、
若
國
公
父
祀
子
孫
、
勲
官
二
品
若
郡
縣
公
侯
伯
子
男

〔
父
〕
井
子
、
並
兎
課
役
。

(参
考
)
拾
遺
補
二
〇

〔開
七
〕
〔開
二
五
〕
諸
皇
宗
籍
屡
宗
正
者
、
及
文

武
職
事
官
三
品
以
上
、
若
郡
王
周
親
及
同
居
大
功
親
、
五
品
以
上
及
國
公

〔公
〕

同

居

周

親

(
職
事

勲

官

三

品

以

上

有

封

者

、

若

縣

男

父

子

)
、

並

兎

課

役
。

(な
お
、
拾
遺
は

「
太
皇
太
后
皇
太
后
皇
后
細
麻

以
上

親
、
内
命
婦

一
品
以
上
親
」

を
復
原
し

て
い
た
)

23

(
唐

15
)

諸

正

・
義

及
常

卒

倉

督

、

縣

博

士

、

州

縣

助

教

、

視

流

外

九

品

以

上

州

縣

市

令

、

品

子
任

雑

掌

・
親

事

・
帳

内

、

國

子

・
太

學

・
四

門

・
律

・
書

・

算

等

學

生

、
俊

士
、

無

品

直

司

人

、

衛

士

、

庶

士

、

虞

侯

、

牧

長

、

内

給

使

、

〔藥
〕

散

使

、

天

文

・
讐

・
卜

・
按
摩

・
究

禁

・
樂

園

等

生

、

諸

州

讐

博

士

・
助

敏

、
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〔史
〕

両

京

坊

正
、

縣
録

事

、

里

正

、

州

縣

佐

使

、

倉

史

、

市

史

、

外

監

録

事

・
府

・

〔長
〕

史

.
牧

尉

・
史

、

雑

職
、

騨

長

、

峰

帥

、

峰

副

、

防

閤

、

邑

士

、

庶

僕

、

傳

邊

〔p

〕

馬
臆
主
、
採
藥
師
、
猟
師
、
宰
手
、
太
常
寺
音
聲
人
、
陵
戸
、
防
人
在
防
及
將

防
年
本
州
非
者
、
防
徒
人
在
役
、
流
入
充
侍

(謂
在
配
所
充
侍
者
、
三
年
外
依

〔第
〕

常
式
)
、
使
、
並
兎
課
役
。
其
貢
墨
人
誠
得
弟
、
井
諸
色
人
年
勢
已
漏
鷹
合
入

流
、
有
事
故
未
叙
者
、
皆
准
此
。
其
流
外
長
上
三
品
以
上
及
品
子
任
雑
掌
井
親

事

・
帳
内
、
以
理
解
者
、
亦
依
此
例
。
慮
叙
不
赴
者
、
郎
依
無
資
法
。

24

(唐
16
)
諸
文
武
職
事
六
品
以
下
九
品
以
上

・
勲
官
三
品
以
下
五
品
以
上
父
子
、

若
除
名
未
叙
人
及
庶
人
年
五
十
以
上
、
若
宗
姓
、
並
兎
役
輸
庸

(願
役
身
者
聴

〔防
)

之
)。
其
鷹
輸
庸
者
、
亦
不
在
雑
篠
及
鮎
坊
之
限
。
其
皇
宗
七
廟
子
孫
、
錐
蔭

墨
亦
兎
入
軍
。

(参
考
)
拾
遺

二
三

〔開
二
五
〕
諸
除
名
未
叙
人
、
兎
役
輸
庸
、
並
不
在

雑
徳
、
及
黙
防
之
限
。

25

(唐
17
)
諸
蔭
親
薦
兎
課
役
者
、
其
散
官
亦
依
職
事
例
。
其
守
官
依
本
品
。

〔鱒
〕

26

(唐
18
)
諸
漏
刻
生
、
漏
童
、
藥
童
、
奉
解
、
羊
車
小
史
、
嶽
濱
齋
郎
、
獣
讐

生
、
諸
村
正
、
執
衣
、
墓
戸
、
並
冤
雑
篠

。
外
監
掌
固

・
典
事
、
屯
典
事
亦
准

此
。

〔從
〕

27

(唐
19
)
諸
遭
父
母
喪
及
嫡
孫
承
重
者
、
皆
待
服
関
循
役
。
爲
人
後
者
爲
其
父

母
、
及
父
卒
母
嫁
、
出
妻
之
子
、
並
聰
終
心
喪
。

(参
考
)
拾
遺
補
補
二

〔唐
〕
諸
遭

父
母
喪
、
並
兎
其
碁
年
後
役
。

(な
お
養
老
21
條
の
大
寳
令
に
は

「嫡
孫
承
重
」
の
規
定
が
あ
っ
た
可
能
性
あ
り
)

〔
上
〕

28

(唐
20
)
諸
磨
役
丁
者
、
毎
年
豫
料
來
年
所
役
色
目
多
少
、
二
月
止
旬
申
本
司

〔在
〕

校
量
、
四
月
上
旬
録
逡
度
支
、
覆
審
支
配
総
奏
。
其
左
京
諸
司
権
時
須
丁
役
者
、

皆
申
戸
部
、
於
見
役
丁
内
量
事
抽
配
。
若
當
塵
役
丁
有
剰
、
不
得
諏
將
同
役
。

〔卒
p
〕

〔減
〕

其
非
年
常
支
料
、
別
有
螢
作
、
事
須
丁
多
、
不
可
抽
威
者
、
申
度
支
庭
分
。

29

(唐
21
)
諸
州
丁
支
配
不
充
科
数
者
、
弁
申
度
支
庭
分
。

〔諸
〕

〔封
?
〕

30

(宋
9
)
譜
縣
令
須
親
知
所
部
富
貧

・
丁
中
多
少

・
人
身
強
弱
、
毎
因
外
降

〔湧
〕

戸
口
、
師
作
五
等
定
簿
、
蓮
署
印
記
。
若
遭
災
蜆
旱
劣
之
庭
、
任
随
貧
冨
爲
等

級
、
差
科
賦
役
、
皆
振
此
簿
。
凡
差
科
、
先
富
強
、
後
貧
〔弱
〕
、
先
多
丁
、
後

〔月
)

少
丁

(凡
丁
分
番
上
役
者
、
家
〔有
〕兼
丁
者
要
月
、
家
貧
軍
身
者
閑
者
)。
其

〔術
〕

〔第
)

賦
役
輕
重
、
邊
納
還
遽
近
、
皆
依
此
以
爲
等
差
、
豫
爲
次
弟
、
務
令
均
濟
。
簿

定
以
後
、
依
次
差
科
、
若
有
増
減
、
随
即
注
記
。
里
正
唯
得
依
符
催
督
、
不
得

〔法
〕

干
豫
差
科
。
若
縣
令
不
在
、
佐
官
亦
准
此
去
。

(参
考
)
拾
遺
補
二
五

〔開
二
五
〕
諸
差
科
、
先
富
強
、
後
貧
弱
。
先
多

丁
、
後
少
丁
。
其
分
番
上
役
者
、
家
有
兼
丁
、
要
月
。
家
貧
軍
身
、
閑
月
。

養
老
22

凡
雇
役
丁
者
、
本
司
預
計
當
年
所
作
色
目
多
少
、
申
官
。
録
付

主
計
、
覆
審
支
配
、
七
月
晋
日
以
前
奏
詑
。
自
十
月

一
日
至
二
月
珊
日
内
、

均
分
上
役
。

一
番
不
得
過
五
十
日
。
若
要
月
者
、
不
得
過
光
日
。
其
人
、

限
外
上
役
、
欲
取
直
者
聴
。
國
司
皆
須
親
知
貧
富
強
弱
、
因
封
戸
口
。
師

作
九
等
定
簿
。
預
爲
次
第
、
依
次
赴
役
。

23

凡
差
科
、
先
富
強
、
後
貧
弱
。
先
多
丁
、
後
少
丁
。
其
分
番
上
役
者
、

家
有
兼
丁
者
要
月
。
家
貧
軍
身
者
閑
月
。
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〔二
〕

31

(唐

22

)

諸

丁

匠

歳

役

工

上

十

日

、

有

閏

之

年

加

二

日
。

須

雷

役

者

、

漏

十

五

〔役
〕

日
兎
調
、
三
十
日
租
調
倶
兎

(後
日
少
者
、
計
見
役
日
折
菟
)
。
兼

正
役
並
不

得
過
五
十
日
。
其
在
路
遠
之
庭
、
須
相
資
者
、
聴
臨
時
庭
分
。
其
丁
赴
役
之
日
、

〔閲
〕

〔泄
〕

長
官

親

自

鮎

検

、

弁

閣

衣

根

周

備

、

然

後

畿

遣

。

若

欲

雇

當

州

縣

人

、

及
遺

部

〔代
〕

〔劣
〕

〔卸
〕

〔注
〕

曲

伐

役

者

聴

之

。

省

弱

者

不

合

。

耶

於

逡

簿

名

下

、

各

住

代

人

貫

屡

姓

名

。

其

〔巧
〕

〔代
〕

匠

、

欲
當

色

雇

以

人

伐

役

者

、

亦

聴

之

。

(参

考

)

本

條

は
養

老

令

4

と

同
内

容

。

32

(宋
1
0)
諸
丁
匠
上
役
、
除
程
外
、
各
准
役
日
給
公
線
赴
作
。

(参
考
)
拾
遺
補
五

〔唐
〕
諸
丁

赴
役
之
日
、
除
程
糧
外
、
各
准
役
日
費

私
粗
。
長
官
親
自
黙
検
、
井
閲
衣
糠
周
備
、
然
後
襲
遣
。
若
欲
雇
當
州
縣

人
、
及
遣
部
曲
代
役
者
聴
之
。
劣
弱
者
不
合
。
即
於
邊
簿
名
下
、
具
注
代

人
貫
屡
姓
名
。
其
匠
、
欲
當
色
雇
巧
人
代
役
者
、
亦
聰
之
。

(拾
遺
補
は
、
養
老
4
歳
役
條
後
牛
に
當
た
る
字
句
の
存
在
を
推
定
し
、
拾
遺
五
條

と
あ
わ
せ
て
一
條
と
し
て
復
原
し
、
二
五
條
の
あ
と
に
配
列
し
た
)

33

(唐
23
)
諸
丁
匠
赴
役
者
、
皆
具
造
簿
、
於
未
到
前
五
日
内
、
豫
逡
簿
尚
書
省

〔以
p
〕

分

配

。

其

外

配

者

、

逸

配

慮

、

任

當

州

與

作

所

相

知

追

役

。

皆

已

近

及
遠

、

依

名

分

配

。

〔辰
p
〕

34

(唐
24
)
諸
丁
匠
不
役
者
牧
庸
。
無
絹
之
郷
、
緬
布
参
受

(日
別
絶
絹
各
三
尺
、

〔則
ひ・〕

布
帥
三
尺
七
寸
五
分
)
。

(参
考
)
通
典
巻
六
食
貨

諸
丁
匠
不
役
者
牧
庸
、
無
絹
之
郷
、
緬
布
参

辰
。
(日
別
緬
絹
各
三
尺
、
布
則
三
尺
七
寸
五
分
)

35

(宋
11
)
諸
丁
匠
赴
役
、
有
事
故
不
到
閾
功
者
、
與
後
番
人
、
同
邊
陪
功
。
若

故
作
稽
違
、
及
逃
走
者
、
所
司
師
追
捕
決
罪
。
侃
專
使
邊
役
慮
陪
功
。
其
合
徒

者
兎
陪
。
(参
考
)
養
老
25

凡
丁
匠
赴
役
、
有
事
故
不
到
闘
功
者
、
與
後
番
人
、

同
邊
陪
功
。
若
故
作
稽
違
、
及
逃
走
者
、
所
司
即
追
捕
決
罪
。
侃
專
使
逡

役
塵
、
陪
功
、
帥
給
雇
直
。

36

(宋
12
)
諸
科
喚
丁
匠
、
皆
量
程
遠
近
、
刻
其
於
當
州
界
路
次
、
更
集
及
多
者
、

本
屡
以
官
領
逡
、
不
須
縁
歴
州
縣
。
其
不
漏
百
人
者
、
臨
時
桿
遣
。

(参
考
)
な
し
。

37

(宋
13
)
諸
役
丁
匠
、
皆
十
人
外
、
給

一
人
充
火
頭
。
不
在
課
功
之
限
。
元

日

・
冬
至

・
臆

・
寒
食
、
並
放
假

一
日
。
病
疾
及
遇
雨
雪
、
不
堪
工
作
者
、
計

日
除
功

(狼
鑑
者
、
給
粗
陪
役
)
。
錐
雨
雪
非
露
役
者
不
除
。

(参
考
)
養
老
26

凡
役
丁
匠
、
皆
十
人
外
、
給

一
人
充
火
頭
。
疾
病
及

遇
雨
、
不
堪
執
作
之
日
、
減
孚
食
。
闘
功
令
陪
。
唯
疾
病
者
、
給
役
日
直
。

雄
雨
非
露
役
者
、
不
在
此
限
。

〔
在
〕

38

(宋
14
)
諸
匠
京
有
大
管
造
、
役
丁
匠
之
塵
、
常
令
官
司
巡
行
。
斑
睾
非
違
、

価
令
御
史
随
事
弾
糺
。

(参
考
)
養
老
27

凡
在
京
有
大
螢
造
、
役
丁
匠
之
慮
、
皆
令
弾
正
巡
行
。

若
有
非
違
、
随
事
弾
糺
。

39

(宋
15
)
諸
丁
匠
在
役
、
遭
父
母
喪
者
、
皆
本
縣
牒
役
所
放
還
。
残
功
不
追

(貫
不
属
縣
者
、
皆
所
由
司
申
牒
)
。
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(参
考
)
養
老
28

凡
丁
匠
在
役
、
遭
父
母
喪
者
、
皆
國
司
知
實
申
役
所
、

師
給
役
直
放
還
。〔藁

〕

〔支
〕

〔量
〕

40

(
宋

16
)

諸

供

京

貯

藁

之

庭

、

毎

年
度

之

豫

於

畿
内

諸

縣
斜

重

科

下

。

(参

考

)

養

老

29

凡

供

京

藁

藍

雑

用

之

囑

、

毎

年

民

部

、

預

於

畿

内

掛

量

斗

F

。̀

41

(宋
17
)
諸
鷹
置
頓
及
供
騨
須
貯
粟
草
等
数
、
皆
承
三
司
牒
支
配
。
若
別
有
破

費
者
、
至
時
損
備
。

(参
考
)
な
し
。

42

(宋
18
)
諸
役
丁
匠
、
皆
斜
量
功
力
、

均
課
輕
重
。
日
漏
即
放
。
其
主
當
官
司
、

〔功
〕

不
加
検
校
致
失
公
程
者
、
節
級
推
科
、
侃
附
年
考
。

(参
考
)
養
老
30

凡
役
丁
匠
、
皆
樹
量
功
力
、
均
課
輕
重
。
日
漏
即
放
。

其
主
當
官
司
、
不
加
楡
校
、
致
失
功
程
者
、
節
級
推
科
。
傍
附
考
殿
。

〔來
、有
〕

43

(宋
19
)
諸
丁
匠
往
有
來
重
患
不
堪
勝

致
者
、
路
次
州
縣
雷
附
随
便
村
坊
安
置
、

供
給
讐
藥
。
若
患
梢
輕
、
堪
前
進
者
、
所
領
官
司
令
徒
伴
提
携
將
行
。
如
到
役

〔
診
〕

所
病
患
、
到
庭
安
置
、
並
給
讐
藥
珍
療
、
待
差
則
役
。
若
無
線
食
、
即
於
随
近

倉
給
。(参

考
)
養
老
31

凡
丁
匠
往
來
、
如
有
重
患
、
不
堪
勝
致
者
、
雷
付
随

便
郡
里
、
供
給
飲
食
、
待
差
號
遣
。
若
無
粗
食
、
即
給
公
根
。

〔身
死
〕

〔碑
〕

p

44

(
宋

20
)

諸

丁

匠

赴

役

死

身

者

、

官

爲

牧

残

、

並

於

〔
路

〕
次

明

立
偉

銘

、

数

遣

楡

行

、

井

移

牒

本

貫

。

家

人

至

日
、

分

明
付

領

。

(参
考
)
養
老
32

凡
丁
匠
赴
役
身
死
者
、
給
棺
。
在
道
亡
者
、
所
在
國

司
、
以
官
物
作
給
。
並
於
路
次
埋
残
。
立
牌
、
丼
告
本
貫
。
若
無
家
人
來

取
者
、
焼
之
。
有
人
迎
接
者
、
分
明
付
領
。

45

(宋
21
)
諸
役
丁
匠
者
、
皆
書
作
夜
止
。
其
五
月
六
月
七
月
、
從
巳
至
未
、
放

聰
休
息
。
(参
考
)
養
老
33

凡
役
丁
匠
者
、
皆
書
作
夜
止
。
其
六
月
七
月
、
從
午

至
未
、
放
蕪
休
息
、
要
須
役
者
、
不
在
此
例
。

46

(唐
25
)
諸
租
調
庸
及
丁
匠
、
磨
入
京
若
配
鯨
庭
者
、
爾
書
省
預
令
本
道
別
於

比
州
相
知
、
量
程
遠
近
、
以
次
立
限
、
使
死
後
相
避
、
勿
令
停
塞
。
其
租
、
若

〔運
〕

路
由
開
河
及
從
水
連
者
、
亦
令
水
未
凍
前
、
到
倉
輸
納
。

〔停
〕

47

(唐
26
)
諸
丁
有
所
螢
造
、
皆
起
入
月

一
日
從
役
、
四
月

一
日
以
後
亭
。
其
管

屯
田
、
銅
冶
及
鐵
作
縛
瓦
、
蓮
木
之
虚
、
不
在
此
例
。
若
量
事
、
要
須
不
可
停

腰
者
、
臨
時
奏
裁
。

48

(宋
22
)
諸
爲
公
事
、
須
車
牛
人
力
傳
途
、
而
令
條
不
載
者
、
皆
臨
時
聴
救
。

差
科
之
日
、
皆
令
所
司
量
定
須
数
行
下
、
不
得
令
在
下
有
疑
、
使
百
姓
勢
擾
。

(参
考
)
養
老
34

凡
爲
公
事
、
須
車
牛
人
力
傳
邊
、
而
令
條
不
載
者
、

皆
臨
時
聰
救
。
差
科
之
日
、
皆
令
所
司
量
定
須
数
行
下
。
不
得
令
在
下
有

疑
、
使
百
姓
勢
擾
。

49

(
唐

27

)

諸
朝

集

使

赴

京

貢
献

、

皆

墨

當

土

所

出

。
其

金

銀

、

珠

玉

、

犀

象

亀

鼻

、

凡
諸

珍

異

之
屡

、

皮

革

、

羽
毛

、
錦

、

尉

、

羅

、

綱

、

綾

、

練

、

緯

、

締
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〔布
〕
希
之
類
、
添
蜜
、
香
藥
、
及
蓋
色
所

須
、
諸
是
服
食
器
玩
之
物
、
皆
准
絹
爲
債
、

多
不
得
過
五
十
疋
、
少
不
得
減
二
十
疋
、
兼
以
雑
附
及
官
物
市
充
。
無
則
用
正

〔悪
〕

倉

。

其

所

邊

之
物

、

但

令

無

損

壌

磯

要

而

已

。

不
得

過
事

修

理

、

以

致

勢

費

。

(参

考

)

拾

遺

補

二
七

〔
永

〕

〔
開

二
五

〕

諸

諸

州
朝

集

使

貢
獄

、

皆

蓋

當

土

所

出

。

其

金

銀

・
珠

玉

・
皮

革

・
羽

毛

・
錦

・
厨

・
羅

・
穀

・
紬

・

綾

・
香

藥

・
彩
色

・
服

食

・
器

用

、

及

諸

珍

異

之

類

、

准

絹

爲

債

、

不

得

過

五

十

疋

。

並

以

官

物

充

市

。

其

所

途

之

物

、

但

令

無

損

壊

機

悪

而

已

。

不

得

過

事
修

理

、

以

致

拶

費

。

(本
條
は
養
老

35
諸
國
貢
献
物
條
か
ら
字
句

の
存
在
を
推
定

し
た
)

〔術
〕

50

(宋
23
)
諸
有
雑
物
科
税
、
皆
明
窺
所
須
道
物
藪
、
及
慮
出
之
戸
、
印
署
榜
縣

〔門
p
〕

及
村
坊
、
使
衆
庶
同
知
。

(参
考
)
拾
遺
補
補

三

〔唐
〕
諸
税
敏
之
敷
、
書
干
縣
門

・
村
坊
、
與
衆

知
之
。

養
老
36

凡
調
物
及
地
租
雑
税
、
皆
明
寓
鷹
輸
物
数
、
立
牌
坊
里
、
使
衆

庶
同
知
。

二
、
若
干
の
覚
え
書
き

右
に
配
列
し
た
天
聖
令
賦
役
令
条
文
か
ら
、
開
元
二
十
五
年
賦
役
令
の
条
文
の

一
覧
表
を
作

っ
た
の
が
、
次
頁
の
表
で
あ
る
。
仮
の
条
文
名
と
内
容
を
略
記
し
、

右
に
は
、
対
応
す
る

『唐
令
拾
遺
』
『唐
令
拾
遺
補
』

の
復
旧
条
文
番
号
、
対
応

す
る
日
本
養
老
令

の
条
文
番
号
を
あ
げ

た
。
条
文
番
号
で
、
宋
(
1
)
な
ど
括
弧
が

つ

い
て
い
る
も

の
は
、
北
宋
令
文
と
唐
令
文

の
内
容
が
大
幅
に
違
う
と
想
定
さ
れ
る

も
の
、
唐
令
拾
遺
の
条
文
番
号
に
括
弧
を
付
し
た
も
の
は
、
復
原
が
令
文
の
ご
く

一
部
で
あ
る
も
の
を
示
す
。

さ
て
、
こ
の
表
を
み
て
ま
ず
気
付
く

の
は
、
6
条
か
ら
9
条
な
ど
、
従
来
全
く

存
在
す
ら
知
ら
れ
な
か

っ
た
賦
役
令
条
文
が
発
見
さ
れ
た
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
35

条
以
下
の
よ
う
に
、
丁
匠
関
係

の
規
定
は
、
日
本
令
に
多
く

の
規
定
が
あ
る
が
、

こ
れ
ら
は
も
と
に
な

っ
た
唐
令
が
多
く
存
在
し
、
ほ
ぼ
同
内
容
で
あ
る
こ
と
が
知

ら
れ
た
。
こ
の
点
は
日
本
令

の
分
析
か
ら
ほ
ぼ
推
測
さ
れ
て
い
た
が
、
逆
に
日
本

令
29
藁
藍
条

(京
に
供
す
る
雑
用
品
を
畿
内
に
賦
課
す
る
規
定
)
の
よ
う
に
、
日

本
独
自

の
規
定
と
考
え
ら
れ
て
き
た
も

の
も
、
40
条
に
そ
の
も
と
に
な
る
宋
令

(唐
令
)
の
存
在
が
知
ら
れ
た
の
は
大
き
な
発
見
で
あ
る
。

次
に
は
逆
に
、
従
来
唐
令
の
逸
文
と
し
て
復
原
さ
れ
て
い
た
の
に
、
こ
の
表
に

で
て
こ
な

い
条
文
が
あ
る
。
『拾
遺
』
六
条

の
蕃
胡
内
附
者

の
戸
か
ら
税
銭
を
徴

す
る
規
定
、
『拾
遺
』
七
条

の
嶺
南
諸
州

の
税
米
規
定
が
み
え
な

い
。
こ
れ
ら
は

賦
役
令

に
規
定
が
あ

っ
た
こ
と
は
疑

い
な

い
が
、
典
拠
史
料
を

み
る
と
、
『六

典
』
に
規
定
が
あ
る
が
、
『通
典
』
に
は
全
く
み
え
ず
、
あ
る
い
は
開
元
二
十
五

年
令
で
削
除
さ
れ
た
の
だ
ろ
う
か
。
こ
の
二
条
に
つ
い
て
は
、
唐
朝
の
外
国
人

・

(
l

V

異
民
族
支
配
と
の
関
係
で
多
く
の
議
論
が
あ
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
今
後
の
検
討
を

期
待
し
た
い
。

『拾
遺
』
九
条
の
義
倉
の
徴
収
規
定
は
、
養
老
賦
役
令
に
6
義
倉
条
も
あ
り
、

み
え
な
い
こ
と
が
不
審
で
あ
る
。
こ
れ
も

『六
典
』
が
典
拠
で
あ
り
、
開
元
二
十

五
年
令
で
の
削
除
も
考
え
ら
れ
る
が
、
あ
る
い
は
別
の
篇
目
に
規
定
さ
れ
た
か
。

ま
た

『拾
遺
』
は
復
旧
し
な
い
が
、
日
本
令
に
は
37
条
に
規
定
が
あ
る
、
雑
徳
の

規
定
が
み
え
な
い
の
も
、
意
外
で
あ
る
。
『白
氏
六
帖
事
類
集
』
巻

二
二
の

「充

夫
式
」
に

コ
戸
部
式
」
と
し
て
引
用
さ
れ
る
の
で
、
あ
る
い
は
式
に
規
定
が
あ

っ

た

の
だ
ろ
う
か
。
も

っ
と
も
唐
賦
役
令

の
最
終
条
は
雑
径
に
つ
い
て
の
規
定
で

(
2
)

あ

っ
た
と
す
る
の
が
通
説
で
あ
り
、
な
お
断
案
を
え
な
い
。
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唐開元25年 賦役令の条文一覧

推定 宋 唐 条文名(仮 称) 内 容
唐令

拾遺
養老令 備考

1 (1) 課戸条 租調の税額 ・合成 ・墨書 1・2 1・2

2 1 計帳条 度支による支度国用 8 5

3 2 庸調物条 庸調の輸納期限、死者分の返却 3 3

4 3 租条 租の輸納期限、死者分の返却 補1 田令2

5 2 貯米条 米による折納、雑折 〃 7

6 4 租運送条 租の運送、課船

7 5 輸租調庸条 租調庸の送京 ・外配

8 3 諸州条 配貯 ・折納時の報告規定
9 6 課役条 課役破除 ・帳後附の報告
10 7 食実封条 実封に関する規準 ・支給 10 8

11 8 水旱条 災害時の課役免除 11 9

12 4 諸州豊倹条 豊倹 ・損免の報告

13 5 辺遠州条 辺遠州の課役の特例 12 10

14 (6) 闘符条 課役の免除 ・徴収手続 13 11

15 9 春季条 課役附除の季節による扱い 14 12

16 10 口及給侍条 死亡時の報告 13

17 11 居狭郷条 狭郷から寛郷へ移住した復除 15 14

18 12 没落外蕃条 外蕃没落入が帰国や帰化した時の復除 16・17118 15

19 13 公役使還条 公役使で二千里外から還った時の復除 16

20 7 孝子順孫条 孝子等の表彰と免課役 19 17

21 8 皇宗条 皇族や皇后親族の課役免除 20

22 14 職事官三品条 高位者親族の課役免除 20 18

23 15 正義常平倉督条 雑任等特定の状態による課役免除 (21) 19 拾遺22は削除

24 16 職事六品条 六品以下等親族の実役免除 (23) 20

25 17 蔭親属条 蔭親属の課役免除
26 18 漏刻生条 雑任等特定の状態による雑樒免除 19

27 19 父母喪条 父母の喪にあった時の徳役免除 (補2) 21

28 20 応役丁条 役丁の計画 24・26 22

29 21 州丁支配条 州の丁数不足
30 9 戸等条 戸等と徴発の規準 24・25 22・23

31 22 歳役条 歳役の徴発 4(5) 4

32 (10) 丁匠上役条 私根準備 5

33 23 丁匠赴役条 丁匠の赴役の手続 24

34 24 庸条 庸の徴収 4 (4) 通典
35 11 有事故条 丁匠が事故により就役しない場合 25

36 12 科喚条 丁匠を科喚する手続
37 13 役丁匠条 丁匠の休暇や雨雪時の規定 26

38 14 大営造条 京の大営造時の警備等 27

39 15 在役遭父母喪条 丁匠が在役中父母の喪にあった時 28

40 16 貯藁条 供京の藁を畿内諸県に賦す規定 29

41 17 粟草等条 頓駅に粟草等を貯える規定
42 18 斜量功力条 丁匠の労働量等の管理 30

43 19 丁匠往来条 丁匠が往来途次に重病になった時 31

44 20 丁匠身死条 丁匠死亡時の処置 32

45 21 昼作夜止条 丁匠の労働時間 ・休息 33

46 25 応入京条 租庸調 ・丁匠の入京、他所へ配納の規定

47 26 丁営造条 営造の時期の規定
48 22 車牛入力条 公事のため車牛 ・人力で伝送する規定 34

49 27 朝集使貢献条 朝集使の貢献物 27 35

50 (23) 庸調物雑税条 税物 ・額を掲示して衆知させる規定 補3 36
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次
に
令
文
配
列
に
つ
い
て
は
、
次
に
ふ
れ
る
二
カ
条
の
配
列
の
大
き
な
変
更
を

除
け
ば
、
基
本
的
に
、
『唐
令
拾
遺
』
お

よ
び
そ
れ
が
も
と
に
し
た
養
老
令

の
配

列
と
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

つ
ま
り

『拾
遺
』
の
配
列
は
ほ
ぼ
正
し

(
3
)

く
、
日
本
令
は
唐
令
の
条
文
配
列
を
ほ
ぼ
踏
襲
し
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

右
の
配
列
か
ら
わ
か
っ
た
大
き
な
発
見

の

一
つ
は
、
す
で
に
石
上
英

一
氏
が
指

(
4
)

摘
し
、
『拾
遺
補
』
も
採
用
し

て
い
る
よ
う
に
、
『拾
遺
』
八
計
帳
条
が
、
日
本

令
と
は
異
な
り
、
冒
頭
に
近

い
位
置
に
配
さ
れ
て
い
た
こ
と
で
あ
る
。
も
う

一
点

は
、
全
く
の
新
発
見
で
あ
る
が
、
『拾
遺
』
四

・
五
の
歳
役

・
庸
規
定
が
31

・
32

・
34
条
な
ど
、
賦
役
令
後
半
の
冒
頭
近
く

に
配
列
さ
れ
、
日
本
令
と
大
き
く
構
造

を
異
に
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
と
く
に
31
条
は
歳
役
の
実
役
徴
発
規
定

で
、
34

条
で
、
実
役
に
つ
か
な
い
場
合
に
庸
を
収

め
る
と
し
て
付
加
規
定
と
し
て
庸
が
規

定
さ
れ
る
こ
と
は
興
味
深
い
。
す
で
に
開
元
年
間
に
は
歳
役
の
徴
発
は
な
く
殆
ど

(
5
)

の
場
合
庸
を
徴
収
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
が
、
唐
令
は
庸
は
力
役
で
あ
る
と
い

う
建
前
を
崩
さ
な
か

っ
た
と
理
解
で
き
る
。

以
上
の
点
を
は
じ
め
、
賦
役
令
の
条
文
構
造
に
つ
い
て
の
新
知
見
か
ら
、
賦
役

令

の
意
図
に
つ
い
て
迫
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
が
、
そ
の
た
め
に
は
各
令
文
の
内

容

の
詳
細
な
か
つ
全
体
的
な
検
討
が
必
要

で
あ
ろ
う
。
し
か
し
内
容
の
検
討
に
入

る
に
は
、
あ
ま
り
に
も
準
備
が
不
足
し
て

い
る
。
こ
こ
で
は
令
文
の
紹
介
に
と
ど

め
、
全
体
的
検
討
は
別
稿
を
期
す
こ
と
に
し
た

い
。

華

世
界
」

(
『束

ア
ジ

ア
の
な
か

の
古
代

日
本
』
研
文
出
版
、

一
九
九

八
年
)
。

(2
)

吉
田
孝

「
雑
径
制

の
展
開
過

程
」

(
『律
令
国

家
と
古

代

の
社
会
』

岩
波
書

店
、

一

九
八
三
年

)
三
五
〇
頁
。

(3
)

『
拾
遺

補
』

は

「唐

日
両
令
対
照

一
覧

」
に
お

い
て
、

一
二
辺
遠
州
条

(
13
条
)
を
、

六

・
七

の
異
民
族
関
係

規
定
と
あ
わ

せ

て
、
一
一

水
旱
条

(11
条
)

の
前

に
配

し
た

が
、
も
と

の

『拾
遺
』

の
順
が
正

し
か

っ
た
。
ま

た
石
上
英

一

「日
本

賦
役
令

に
お

け
る
法
と
経
済

に

つ
い
て
の
二
、
三
の
問
題
」

(
『歴
史
学

研
究
』
四
八

四
、

一
九
八

〇
年
)
は
、

一
九
孝
子
順
孫

条

(
20
条

)
を
、
二
〇
皇
宗

条
、
二

一
内

外
六
品

以
下

条

(条

文
名
は
石

上
氏

論
文

に
よ

る
、
21
～
23
条

に
あ
た

る
)

の
後

に
す
る
配

列
案

を
示
し

て

い
た
が
、
こ
れ
を
採
用

し
な
か

っ
た

『拾
遺
補
』

の
判
断
が
正

し
か

っ
た
。

(
4
)

石
上
氏
前
註
論
文

、
六
頁

。

(
5
)

濱

口
重
国

「唐

に
於

け
る
両
税
法

以
前

の
樒

役
労

働
」

(
『秦
漢
階

唐
史

の
研
究
』

上
、
東
京
大
学
出
版
会

、

一
九
六
六
年
、
初
発
表

一
九
三

三
年
)
五
四

ニ
ー

五
四
八

頁
。
青

木
和
夫

「雇
役
制

の
成
立
」

(
『日
本
律
令

国
家
論
孜
』
岩

波
書
店

、

一
九
九

二
年
、
初
発
表

噌
九
五
八
年
)

二
六
-

二
七
頁
。

〔付
記
〕
な
お
本
稿
は
、
平
成
十
二
年
度
科

学
研
究
費
特
定

領
域
研
究

A

「古
典

学

の
再
構

築
」

B
O2
班
公
募
研
究

「
日
本

に
お
け

る
唐
律
令

・
礼

の
継
受
と

展
開
」

の
成

果

の

一
部

で
あ
る
。
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註(1
)

拙

稿

「
唐
律
令

国
家

の
予
算

に

つ

い
て
」

(『史

学
雑
誌
』
九

五
-

一
二
、

一
九

八

六
年

)
。
李
錦
統

『唐
代
財
政
史
稿

(上
巻
)
』

(北
京
大
学
出
版
社
、

一
九
九

五
年
)

六

一
二
ー

六

二
四
頁

。
石
見
清
裕

「
唐

の
内
附

異
民
族
対
象
規
定
」

(『唐

の
北
方

問

題
と
国
際
秩
序
』

汲
古
書

院
、

一
九
九

八
年

、
初
発
表

一
九
九

五
年
)
。
堀

敏

一

「
中


